
第１回学校運営協議会記録 

日時：令和 8 年 6 月 22 日（火）１３：３０～ 
場所：鴨島支援学校（応接室） 
 

【学校長挨拶】 

本校では、児童生徒一人一人の可能性を最大限に伸ばすことを目指して、個に応じたきめ

細やかな指導の充実に取り組み励んでいます。また卒業後の生活を見据えたキャリア教育と

地域との繋がりを重視して、地域と共にある学校作りを目指しています。 そのためには、保護

者や地域の方々と学校が目標や課題を共有して、より良い教育環境を作っていくことが重要

で、本会議の役割はますます重要になってくると考えています。学校の現状や取り組みについて

報告し、そして忌憚のないご意見をいただき、これからの学校運営に反映できるよう努めてまい

ります。 

子どもたちが地域の中で、安心して生活し力強く成長していくために、引き続きのご理解とご

協力をお願いいたします。 

 

【協議】 

令和 8 年度の学校グランドデザインについて(校長より) 

令和 8 年度の児童生徒在籍数について、知的障がい附加に伴い増加傾向にあります。今

後も人数の増加が見込まれ、学校見学においてもかなりの人数が希望し来校されます。大きく

学校が変わる過渡期にあたり、ご意見をいただければと思います。 

保護者も関係機関も我々教員も、子どもたちのことを大事に思っています。三者の思いが１

つになればもっと前に進みやすくなると思います。つながることで進んでいく学校になればと思

っています。 

本校の校歌の歌詞に、開校当初の筋ジストロフィーの子どもたちが多く在籍し、命に関わる

教育を行ってきた鴨島支援学校の中核が感じられます。変わりゆく鴨島支援学校ではあります

が、これまでの教育観も大切にしながら、今後しっかりと進んでいくための土台を作り上げてい

きたいと考えています。 

子どもたち一人一人を大切にしながら、家庭や地域社会とつながり、自分らしく生きる力を

育てる学校作りを目指していきたいと思います。また、目指す子ども像としての大きな目標は、

自己実現と社会参加となります。これらの目標に沿った願いが、反映されている学校評価にな

っているかについてもご意見をいただければと思います。 



令和８年度学校評価について（鴨島支援 HP「学校評価」参照) 

 

●ふれあい交流作品展について 

（委員様より） 

毎年開催されていて、複数の学校のたくさんの作品を見ることができてとてもいい企画だと

思います。今開催している場所は、作品展のことや場所を知っている人は見に行くことができま

すが、企画を知らないもっと多くの人が目にしやすい場所で開いてみてはどうでしょう。 

→色々な場所（市役所や研修センターなど）を提案していただきました。参考にさせていただ

き、次年度からの作品展に反映させたいと考えています。 

 

●防災の引き渡し訓練について 

（委員様より） 

震災はいつ起こるかわからない。バスで帰っている時に起こる可能性もある。災害時のこと

はいろいろなことが想定されます。引き渡しができない場合は、関係施設に相談して避難するこ

ともあるだろうし、その際のマニュアルなども必要ではないでしょうか。 

→スクールバスについても災害時のマニュアルは作成しています。また、マニュアルはいくつか

作成していますが、すべてに対応できるものではないかと思います。これからもいろいろな場面

を想定した訓練を通してマニュアルをより良いものに改善していきたいと思います。 

 

●ICT について Teams の活用 

（委員様より） 

Teams はどのように活用していますか。 

→ケース会や行事、危機管理、子どもへの対応方法など、周知や情報共有のために活用して

います。また、子どもたちの教科学習にも使っています。 

 

●コミュニティースクールについて 

（委員様より） 

他校では、地域の方が田植えの学習を手伝ったり、畑を耕す手伝いをしたり、草抜きを手伝

ったり、学校のために何か協力できることはないかと、グループを作って具体的に取り組んでい

ます。子どもたちからもありがとうといってもらったりとやりがいにつながっているので、鴨島支

援学校でも何かはじめられないかと思っています。例えば、防災オリエンテーリングの時の経路

の見守りや安全指導など、地域の住人として学校に何か協力ができればと思っています。 

（委員様より） 

地域の方々が、通学の見守りや畑を耕すような校外での活動のときなど、少ない教員の中

で、できない部分を助けてくださっています。学校と一緒に歩んでくださるのはありがたいと思っ



ています。 

→少しでも多くの地域の方に本校の児童生徒のことを知っていただけるよう、日頃からのつな

がりを大切にできればと思います。できるかどうか迷うようなことでも、まず相談させていただい

て協力していただける機会、つながりが持てる機会をと思います。例えば、学校の敷地内にある

放置竹林に困っている。竹林の管理方法やタケノコ堀に詳しい方がいれば、また紹介してくだ

さい。 

 

以上のような協議がなされました。 

 

 

【その他】 

本校卒業生、山下重人さんの作品展についての案内 


